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ノクロのブリューゲル：グリザイユ三作品再び」（原題：Bruegel in Black and White. Three Grisailles 
Reunited）は、コ トーールド・ギャラリーが所有する《キリストと姦淫の女》に加えて、英国ナショナル・ト
ラスト所有の《聖母の死》（fi g. 2）、およびニュー ヨーク、フリック・コレクション所有の《三人の兵士》（fi g. 3）







































































































fig. 2 ピーテル・ブリュー ゲル（父）《聖母の死》  c. 1562-65年
 オーク材  油彩  36.9 x 55.5cm  ナショナル・トラスト（イギリス）、
アップストン・ハウス、バ スーテッド・コレクション
fig. 3 ピーテル・ブリューゲル（父）《三人の兵士》 
1568年  オーク材と推定  油彩  20.3 x 17.8cm 
ニュー ヨーク、フリック・コレクション
fig. 4 フィリプ・ゴール《聖母の死》  1574年  エングレーヴィング（セカンドステ トー） 
33 x 43.8cm  ロッテルダム、ボイエマンス美術館
fig. 5 ヤン・ブリュー ゲル（父）《キリストと姦淫の女》  c. 1597-98年  オー
ク材  油彩  23.7 x 36.4cm  ミュンヘン、アルテ・ピナコテーク
fig. 6 ピーテル・ブリューゲル（子）《キリストと姦淫の女》  1628年 
板  油彩  27 x 37.5cm  個人蔵
fig. 1 ピーテル・ブリュー ゲル（父）《キリストと姦淫の女》 1565年
 オーク材  油彩 24.1 x 34.4cm  ロンドン、コ トーールド・ギャラリー
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